
電子マニフェスト情報

＊電子マニフェストシステムの動きを確認するため導入前
や導入後に、無料で操作を体験できるシステム。利用にはデ
モシステム用のログイン IDが必要です。

◇令和５年８月
⑤運用方法の決定、電子マニフェスト導入、対象
部署への利用依頼、全庁への周知
電子マニフェスト導入の旨全庁へ周知。対象部署に

対しては個別説明及び運用方法の提案を実施し、対

象部署以外でも電子マニフェストの概要説明の希

望や処理委託予定があれば産業廃棄物対策課に連

絡することを周知しました。

◇令和５年９月～１２月
⑥対象部署へ出向いて利用依頼
対象部署に対し、電子マニフェスト加入の報告、概

要説明及び利用依頼を個別に行い、また事前に確認

した処理委託事務の運用状況を再確認し、スムーズ

に電子マニフェストへ移行できるための最適な運

用方法を提案しました。

⑦仕様書・契約書の標準例（電子マニフェスト対
応版）を作成
対象部署で廃棄物処理に係る仕様書・契約書につい

て、電子マニフェストの利用に対応した標準例を作

成しました。電子マニフェスト対応に変更を希望す

る部署や、新たに廃棄物処理を予定している部署か

らの問い合わせに対応できるようにしました。

⑧一部の部署で先行して電子マニフェストに移行、
立ち会いのもと操作説明実施
既に契約が電子マニフェストに対応しており、委託

業者と電子マニフェスト利用について調整がつい

た部署に対し、先行して電子マニフェストの利用を

開始したことで、実際の流れの把握や課題点を洗い

出し、他部署に共有しました。

◇令和６年１月～３月
⑨仕様書・契約書確認（実務者レベルでの運用確
認）
⑦で作成したものを参考にして対象部署が仕様書

と契約書を次年度に向けて作成し、産業廃棄物対策

課で確認。修正点等があれば添削を行いました。ま

た、多数の施設 ( 小中学校や保育園等 ) を管理する

部署においては、マニフェスト登録件数が多いため

ＣＳＶ登録データを活用する運用とし、複数回打ち

合わせやデモシステムでの試験運用を行いました。

⑩簡易マニュアル作成、配布
JWセンター作成の操作マニュアル（簡易版）をさ

らに簡素化したマニュアルを作成し、各部署に配布。

必要最低限の情報に絞り入力の抵抗感をなくすこ

とを目的とした「入門の入門書」を作成しました。

また、対象部署に対し委託業者の加入者番号や公開

確認番号の取得の周知を行い、電子マニフェスト移

行後、各部署の最初の収集時に入力のサポートを行

うこととしました。

◇令和６年４月～
⑪本格運用開始（加入対象部署訪問、入力サポー
ト）
収集日以降３日以内に各加入対象部署に訪問し、担

当者と一緒に入力を行いました。

（その他）

新規に処理委託を行う部署から問い合わせがあ

った場合、電子マニフェストの説明、利用依頼を行

い、マニュアルや仕様書、契約書といった資料提供

を行っています。

最後に3
今回の電子マニフェスト導入に際し、JWセンタ

ーの方々や既に電子マニフェストを導入している

他自治体様に運用についてヒアリングをさせてい

ただきました。またＣＳＶデータ登録のためのノウ

ハウを仙台市様からアドバイスをいただきました。

この場をお借りして感謝申し上げます。

高崎市産業廃棄物対策課の概要
所 在 地：群馬県高崎市高松町３５－１
業 務 内 容： 産業廃棄物処理業及び処理施設設置の許

可等に関する事務、産業廃棄物の不適正
処理対策に関する事務

3校

高崎市における電子マニフェストの導入と運用方法について
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【環境省事業】JWNET操作体験セミナーの開催

電子マニフェストセンター

【環境省事業】JWNET操作体験セミナーの開催
「電子マニフェストをこれから利用してみたい」「操作の不安を解消したい」という方々に向けて、操作体
験セミナーを開催します。
各会場には一人に一台パソコンをご用意しております。デモシステムで排出事業者、収集運搬業者、処分業
者それぞれの基本的な操作を体験しながら電子マニフェストへの理解を深めることができます。いずれも参加
費無料となっていますので、これから電子マニフェストをはじめてみようとお考えの方は、是非、JWNETホ
ームページよりお申込みください。

■申込み方法
JWセンターホームページからお申込みいただけます。
なお、定員に達し次第締め切りとなりますので、お早めにお申込みください。

■開催日程

詳細はホームページをご確認ください。
  URL    https://www.jwnet.or.jp/jwnet/manual/seminar/index.html

JWNET導入のための学習ツールのご案内
・動画で解説　電子マニフェスト
これから電子マニフェストを導入する方向けに、電子マニフェストの制度、運用方法や
運用事例のほか、導入後の運用ポイントをわかりやすく動画で解説しています。
  URL    https://www.jwnet.or.jp/jwnet/manual/douga/index.html

・操作動画
基本設定やマニフェストの新規登録、処理終了報告やマニフェスト情報の照会方法など、
基本的な操作を動画で解説します。
  URL    https://www.jwnet.or.jp/jwnet/manual/guide/movie/index.html

・操作シミュレーション
画面上に表示されるガイドに従って操作を体験できます。
申込や事前準備をせずに手軽に操作を体験したい方向けのツールです。
  URL    https://www.jwnet.or.jp/jwnet/manual/simulation/index.html

開催日 時間 定員 開催地 会場

2024 年 10月10日（木） 10:00 ～12:00 15 名 東京都 （公財）日本産業廃棄物処理振興センター　Room2
14:00 ～16:00 15 名 東京都台東区上野3-24-6　上野フロンティアタワー13 階

2024 年 10月21日（月） 10:00 ～12:00 18 名 大阪府 大阪産業創造館 5階 パソコン実習室
14:00 ～16:00 18 名 大阪府大阪市中央区本町１丁目4-5

2024 年 10月30日（水） 10:00 ～12:00 20 名 香川県 情報通信交流館 e-とぴあ・かがわ
14:00 ～16:00 20 名 香川県高松市サンポート2-1

2024 年 11月  8日（金） 10:00 ～12:00 14 名 愛知県 パソコン教室 KENスクール 名古屋校
14:00 ～16:00 14 名 愛知県名古屋市中村区名駅１丁目１－４ JRセントラルタワーズ 42 階

2024 年 11月19日（火） 10:00 ～12:00 20 名 熊本県 パソコンスクール システムランド熊本校 
14:00 ～16:00 20 名 熊本県熊本市中央区紺屋今町１－５ Wビルディング辛島公園 5Ｆ

2024 年 11月28日（木） 10:00 ～12:00 10 名 秋田県 秋田テルサ
14:00 ～16:00 10 名 秋田県秋田市御所野地蔵田３丁目1-1

2024 年 12 月12日（木） 10:00 ～12:00 18 名 大阪府 大阪産業創造館 5階 パソコン実習室
14:00 ～16:00 18 名 大阪府大阪市中央区本町１丁目4-5

2024 年 12 月20日（金） 10:00 ～12:00 15 名 東京都 （公財）日本産業廃棄物処理振興センター　Room2
14:00 ～16:00 15 名 東京都台東区上野3-24-6　上野フロンティアタワー13 階
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4校

センターだより

　令和 6 年 8月2日（金）に、ＪＷセンター会議室で令和 6 年度 JW懇話会を開催しました。講師には、秋田大学

大学院国際資源学研究科リサイクルプロセシング講座（ＤＯＷＡ寄附講座）客員教授の川村茂様をお招きし、約1時

間、「非鉄金属製錬におけるリサイクルとその推進力」をテーマに、非鉄製錬所に

おけるメタルリサイクルプロセス、非鉄金属リサイクルにおける経済論、リサイクル

推進のドライビングフォース等ついてご講義いただきました。講義冒頭では、二酸

化炭素の水溶解の実験も実施いただき、地球温暖化について理解を深めました。ま

た、質疑応答では、出席者からの環境配慮設計や非鉄金属リサイクルの海外の動

向等の質問に詳しくご回答いただきました。

　ＪＷ懇話会はセンターの常勤の役職員に加えて、非常勤の役員等、計 38人が参

加し、盛況のうちに閉会しました。今後も、資源循環、サーキュラーエコノミーに関

するテーマで様 な々講師を招聘し、ＪＷ懇話会を開催してまいります。

FROM　　　　　  CENTER令和 6年度ＪＷ懇話会 開催報告

  写真  　講師の様子

　第 2弾は、第 1回から第 3回は産業廃棄物の 20種類の区分等について長岡文明氏にご講義いただき、第 4回、

第 5回は山形県庁の現役職員 3名の方に、演習とその解説、及び実務上の心構え等をご講義いただきました。

［講師］　第 1回から第 3回 長岡 文明 氏（BUN 環境課題研修事務所　主宰）

　　　　第 4 回、第 5 回 横山 英史 氏（山形県 置賜総合支庁 環境課 課長補佐（廃棄物対策担当））

 神田 善弘 氏（山形県 環境エネルギー部水大気環境課 課長補佐（大気環境担当））

 三浦 大平 氏（山形県 最上総合支庁 保健福祉環境部環境課 環境リサイクル主査）

［対象］　JWセンター職員及び環境省・都道府県政令市等の産業廃棄物部局のご担当者

［開催日時及び講義内容］

講義内容 日　時

第1回　産業廃棄物20種類の区分（１） 令和6年 7 月 25 日　14：00～ 16：30

第 2回　産業廃棄物20種類の区分（２） 令和6年 8 月　1日　14：00～ 16：30

第 3回　特別管理産業廃棄物 令和6年 8 月　8日　14：00～ 16：30
第 4回　 収集運搬業の許可事務に係る実務と心構え、

演習 令和6年 8 月 29 日　14：00～ 16：30

第 5回　廃棄物処理法と現場対応の基礎、演習 令和6年 9 月　4日　14：00～ 16：30

FROM　　　　　  CENTER

総務部広報室

JWセンター主催
「廃棄物処理法初心者のためのWeb講座」
令和 6年度第2弾 開催報告

38 JWセンター情報 2024.10



4校

センターだより

　令和 6 年 8月2日（金）に、ＪＷセンター会議室で令和 6 年度 JW懇話会を開催しました。講師には、秋田大学
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間、「非鉄金属製錬におけるリサイクルとその推進力」をテーマに、非鉄製錬所に

おけるメタルリサイクルプロセス、非鉄金属リサイクルにおける経済論、リサイクル

推進のドライビングフォース等ついてご講義いただきました。講義冒頭では、二酸

化炭素の水溶解の実験も実施いただき、地球温暖化について理解を深めました。ま

た、質疑応答では、出席者からの環境配慮設計や非鉄金属リサイクルの海外の動

向等の質問に詳しくご回答いただきました。

　ＪＷ懇話会はセンターの常勤の役職員に加えて、非常勤の役員等、計 38人が参

加し、盛況のうちに閉会しました。今後も、資源循環、サーキュラーエコノミーに関

するテーマで様 な々講師を招聘し、ＪＷ懇話会を開催してまいります。

FROM　　　　　  CENTER令和 6年度ＪＷ懇話会 開催報告

  写真  　講師の様子

　第 2弾は、第 1回から第 3回は産業廃棄物の 20種類の区分等について長岡文明氏にご講義いただき、第 4回、

第 5回は山形県庁の現役職員 3名の方に、演習とその解説、及び実務上の心構え等をご講義いただきました。

［講師］　第 1回から第 3回 長岡 文明 氏（BUN 環境課題研修事務所　主宰）

　　　　第 4 回、第 5 回 横山 英史 氏（山形県 置賜総合支庁 環境課 課長補佐（廃棄物対策担当））

 神田 善弘 氏（山形県 環境エネルギー部水大気環境課 課長補佐（大気環境担当））

 三浦 大平 氏（山形県 最上総合支庁 保健福祉環境部環境課 環境リサイクル主査）

［対象］　JWセンター職員及び環境省・都道府県政令市等の産業廃棄物部局のご担当者

［開催日時及び講義内容］

講義内容 日　時

第1回　産業廃棄物20種類の区分（１） 令和6年 7 月 25 日　14：00～ 16：30

第 2回　産業廃棄物20種類の区分（２） 令和6年 8 月　1日　14：00～ 16：30

第 3回　特別管理産業廃棄物 令和6年 8 月　8日　14：00～ 16：30
第 4回　 収集運搬業の許可事務に係る実務と心構え、

演習 令和6年 8 月 29 日　14：00～ 16：30

第 5回　廃棄物処理法と現場対応の基礎、演習 令和6年 9 月　4日　14：00～ 16：30

FROM　　　　　  CENTER

総務部広報室

JWセンター主催
「廃棄物処理法初心者のためのWeb講座」
令和 6年度第2弾 開催報告
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　令和 6 年 9月9日（月）から11日（水）に「第 35回廃棄物資源循環学会研究発表会」が開催されました。今年

は茨城県つくば市のつくば国際会議場の会場で行われました。発表はすべて現地会場で行われ、Zoomによる口頭

発表のオンライン配信が行われました。

　JWセンターからは、以下の調査結果について、9月9日に口頭発表を行いました。発表資料はJWセンターホーム

ページでご覧ください。

FROM　　　　　  CENTER第 35回廃棄物資源循環学会
研究発表会 参加報告

令和６年版 廃棄物処理法令（三段対照）・通知集
● 法令（法律・政令・省令及び告示）
・ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律、施行令（政令）、施行規則

（省令）を互の委任関係が分かりやすい三段対照として編集。

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律関係政省令及び告示も収載。

●通　知
・ 排出事業者及び産業廃棄物処理業者に関わりのある通知を最新内

容まで厳選して収載。

●資料編
・ 廃棄物処理法における罰則一覧、廃棄物関連ホームページ一覧を

収載。

●発表タイトル
　▼廃食用油リサイクルの現状に関する調査

　  URL    https://www.jwnet.or.jp/info/assets/files/R06_
chousa_haishokuyu_35th.pdf

　会場からは、廃棄物としての廃食用油と有価物としての廃食用油の

取扱いの違いや、家庭系の廃食用油の回収に関するご質問をいただき

ました。

　また、協賛団体展示では、当センターの事業活動に係るポスターを

掲示し、取組みの周知を行いました。

　今後も、学会での発表等を通じて、広く関係者の皆さまに産業廃棄

物の適正処理と循環型社会の形成に向けた業界の動向を周知し、ご意

見をいただきたいと考えております。

ＪＷセンターホームページよりお申込みください。
  URL    https://www.jwnet.or.jp/info/publish/hourei/index.html

定価5,500円（本体 5,000円＋税）

〒110-0005　東京都台東区上野三丁目 24 番 6 号　上野フロンティアタワー 13 階 
https://www.jwnet.or.jp/

公益財団法人
日本産業廃棄物処理振興センター（JWセンター）

産業廃棄物の適正処理と産業廃棄物の適正処理と
循環型社会の形成に向けて循環型社会の形成に向けて
Japan Industrial Waste Information CenterJapan Industrial Waste Information Center

JW センターは、全国で唯一の電子マニフェスト運営主体「情報処理センター」として
環境大臣から指定を受け、適正処理に寄与しています。
さらに、静脈物流のビッグデータとなりうる電子マニフェストデータを有用な情報として
社会に還元することを目的とし、資源循環に活用するための対応等、
様々な取り組みを行っています。

電子マニフェスト事業電子マニフェスト事業

適正な感染性廃棄物容器の普及促進を図るこ
とを目的として、医療機関等の排出事業者や
感染性廃棄物処理業者に容器選定の参考情報
を提供するために、JW センターが定めた基
準で容器の評価を行っています。

感染性廃棄物容器評価事業感染性廃棄物容器評価事業
国からの受託等調査や自主調査を実施
し、国内外の産業廃棄物の適正処理・リ
サイクル、脱炭素等に関する情報の収集・
解析を行い、その成果を情報発信してい
ます。

調査事業調査事業

アジア地域における循環型社会の
形成に向けて、有害廃棄物及び産
業廃棄物管理に関する情報の収
集・提供を行うほか、関係機関と
の交流事業を実施しています。

国際協力事業国際協力事業
•• ホームページやメールマガジンによる広

報活動のほか、機関誌（年 4 回）等を
発行しています。

•• 廃棄物処理法等に関する書籍の出版等
を行っています。

広報事業広報事業

産業廃棄物の排出事業者・処理業者を対象に、産業廃棄物の適正処理を行うために必要な専門知識、
技能を修得するための各種講習会や、新任実務担当者向けの研修会等を実施しています。
••特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会
••産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会
••ＰＣＢ廃棄物の収集運搬業作業従事者講習会
••産業廃棄物マネジメント研修会 ほか

教育研修事業教育研修事業

  写真  　展示ポスター
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